
　

　ある学問領域を確立しようとする場合の諸条件を挙げる際には，必ず専門用語の存在が
問われます．厳密な定義づけによって共通した概念形成を行い，それらを共有することが
学問としての発展と普及に不可欠であることを物語っています．
　何かを共有することは，社会生活を営むうえでなくてはならないものです．理学療法士
は対象者のニーズを十分に理解し，目標を共有することで，対象者を支援することが初め
て可能になります．人と人とが分かり合えたと感じる際に共有しているものは，言語化し
た概念のみでなく共通世界に存在するイメージが重要になってきます．医療面接において
も言語的なコミュニケーションは，全体の 35 から 40％程度と言われており，醸し出す雰
囲気やちょっとした仕草から感じられる非言語的コミュニケーションが重要となります．
感じ取ることや気づくことは医療者にとって最も重要な実践能力の 1 つであり，一朝一夕
に身につくものではありませんが，漠然と経験を積むだけで習得されるものでもありませ
ん．
　本特集で取り上げた“ボディイメージ”は，対象者がどのように自己を認識しているか
を示す用語の 1 つで，狭義にとらえれば重力への適応，身体知覚に対する自己認識，空間
定位としての姿勢などが挙げられます．また，道具や他者との関係とともに，広義にとら
えれば，社会の価値観に対する自己評価を包含した心的表象までもが含まれます．理学療
法士は，対象者が自己に対してどのようなイメージをもっているのかを知ることが重要で，
対象者のボディイメージを理解することによって一層効果的な支援をすることが期待でき
ます．現実的な戦略の 1 つとして，ボディイメージのもつ概念を階層化し，各段階での定
義を明確にしたうえで実践的な評価指標を作成することは理解の助けになります．なお，
評価指標は臨床で便利な道具ですが，特定の側面に光を当てたスポットであることを理解
しておかなければなりません．光の存在は影となる部分があることを意味しています．素
晴らしいと感じた風景を撮影し，後から写真で見た時に異なる感覚を覚えることもあるで
しょう．その場でみた風景はそこで感じた風や静寂感あるいはそれに続く感慨などが 1 つ
のイメージとして形成されている可能性があります．しかし一方で，1 枚の写真が実際の
風景よりも何倍もの感激や感動を呼ぶ場合も稀ではありません．現象と原因は双方向から
のアプローチによって相互依存性と相対的独立性が明らかになり，対象者を丸ごととらえ
ることに近づきます．
　ところで，編集後記は読者の皆様にとってどのような存在意義があるのかということが
時折話題にのぼります．周囲をみると，既に後記をなくしてしまったり事務的なものに変
更している雑誌も少なくありません．編集者として自分の感じていることを自由に記載で
きる欄ではありますが，EOI を通して企画意図などをお伝えすることは可能です．本
ジャーナルの後記欄をどのように感じていらっしゃるか読者アンケートを利用してお聞か
せくだされば幸いに思います．なお，来年 3 月には年間企画会議が予定されており，皆様
からの幅広いご意見を参考に，よりよい雑誌作りを進めていこうと考えています．
 （内山　靖）
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